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町政のここが聞きたい〈９人が一般質問〉

復興に向けて本格始動 195億円を増額補正



提
案
理
由（

全
員
賛
成
で
可
決
）

鞠
子
幸
則
議
員　

昨
年
の
減

免
額
は
い
く
ら
か
。

健
康
推
進
課

提
案
理
由（

全
員
賛
成
で
可
決
）

熊
田
芳
子
議
員　

子
ど
も
見

守
り
隊
の
今
後
の
在
り
方

は
。

生
涯
学
習
課

鞠
子
幸
則
議
員　

復
興
推
進

会
議
の
委
員
の
メ
ン
バ
ー
構

成
は
。

企
画
財
政
課

鞠
子
幸
則
議
員　

災
害
危
険

区
域
外
の
方
が
移
転
す
る
場

合
、
町
独
自
の
支
援
策
（
利

子
補
給
）
は
あ
る
の
か
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
課

鈴
木
高
行
議
員　

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
に
は
住
民
の

意
見
を
反
映
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

総
務
課

佐
藤
ア
ヤ
議
員　

ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用

開
始
は
。

企
画
財
政
課

佐
藤
ア
ヤ
議
員　

空
間
放
射

線
量
の
公
開
と
今
後
の
事
業

計
画
は
あ
る
の
か
。

総
務
課

鈴
木
邦
昭
議
員　

仮
設
住
宅

前
広
場
の
整
備
計
画
は
。

被
災
者
支
援
課

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

鈴
木
高
行
議
員　

今
回
の
改

正
の
背
景
は
、
単
身
者
で
も

介
護
す
る
人
が
あ
れ
ば
入
居

可
能
か
。

都
市
建
設
課

提
案
理
由

鈴
木
高
行
議
員　

危
険
区
域

に
建
物
を
作
る
こ
と
は
矛
盾

し
て
い
る
。
構
造
物
は
自
然

劣
化
し
安
全
を
保
障
で
き
な

い
。
三
陸
地
方
の
現
況
を
見

れ
ば
明
ら
か
で
は
な
い
か
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
課

提
案
理
由

（
賛
成
12
人
、
反
対
５
人
）

６月定例会は６月13日から６月18日までの６日間の会期で開催されま
した。
町から提出された議案は、平成24年度亘理町一般会計補正予算など14

件で、いずれも慎重審議の結果すべて原案どおり可決しました。

亘
理
町
災
害
危
険
区
域
条
例

住
民
に
対
す
る
説
明
と
理
解
を

町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

震
災
被
災
者
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

島
田
金
一
議
員

髙
野
孝
一
議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論

災
害
危
険
区
域

震災復旧・復興に向けて本格始動!!

一般会計195億9,000万円を追加

 （千円）

・常磐自動車道スマートＩＣ整備事業 44,273
・各小中学校エアコン等設置工事 6,228
・空間放射線量メッシュ調査・あぶくま公園除染事業 59,095
・花卉・野菜団地造成事業 493,755
・いちご選果場整備事業 78,918
・防災集団移転促進事業 3,836,751
・避難道路新設・整備事業 547,000

選
挙
管
理
委
員

　

補

充

員
　

高た
か
く
ら倉

　
　
豊ゆ

た
か 

氏
（
南
城
東
）

菊き
く
ち地

　
正ま

さ
ひ
ろ博 

氏
（
中
町
）

小お

の野
　
喜よ

し

久ひ
さ 

氏
（
新
丁
）

奥お
く
は
ら原

　
隆た

か
の
り則 

氏
（
早
川
）

木き
ぐ
ち口

　
巖い

わ
お夫 

氏
（
蕨
）

小こ
ま
つ松

　
武た

け
ひ
こ彦 

氏
（
駅
前
東
）

武む
し
ゃ者

　
清せ

い
い
ち一 

氏
（
新
町
北
）

田た
は
ら原

　
洋よ

う
こ子 

氏
（
旭
台
）

平成24年度6月補正予算の主な事業

亘理町　災害危険区域図

荒
浜
地
区

吉
田
東
部
地
区

通学時の安全を見守る子ども見守り隊

６月定例会 ６月定例会
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居
料
等
詳
細
な
説
明
を
し

て
、
合
意
形
成
を
図
る
必
要

が
あ
る
。
早
く
町
の
事
業
計

画
を
示
す
べ
き
で
は
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
課

提
案
理
由（

全
員
賛
成
で
可
決
）

鈴
木
高
行
議
員　

防
災
集
団

移
転
事
業
の
対
象
と
な
る

方
々
に
、
今
後
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の

か
。
譲
渡
価
格
、
既
存
宅
地

買
入
れ
価
格
、
集
合
住
宅
入

佐
藤
正
司
議
員　

い
ち
ご
団

地
と
い
ち
ご
フ
ァ
ー
ム
造
成

事
業
の
内
容
と
水
田
の
除
染

対
策
用
塩
化
カ
リ
ウ
ム
の
散

布
に
つ
い
て
。

農
林
水
産
課

髙
野
孝
一
議
員　

放
射
能
除

染
実
施
区
域
指
定
事
業
で
、

あ
ぶ
く
ま
公
園
の
除
染
と
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
品
検
査

の
具
体
的
な
内
容
は
。

総
務
課

学
務
課

高
野
進
議
員　

工
場
の
東
側

は
柴
町
、高
屋
地
区
に
な
る
。

農
地
や
鐙
川
排
水
路
等
も
あ

り
、
工
場
か
ら
の
排
水
や
排

気
に
よ
る
汚
染
の
心
配
は
な

い
か
。

企
画
財
政
課

提
案
理
由（

全
員
賛
成
で
可
決
）

鞠
子
幸
則
議
員　

企
業
が
雇

用
す
る
従
業
員
は
地
元
を
優

先
す
る
申
し
入
れ
と
、
企
業

の
都
合
で
撤
退
す
る
場
合
の

条
件
は
。

企
画
財
政
課

４月臨時会
４月臨時会は４月19日に開催され

ました。
会期は１日で、町長から土地売買

契約の締結についてなど９件が提出
され、慎重審議の結果すべて原案の
とおり可決しました。

町
有
地
約
1.1
㌶
１
億
１
千
万
円
で
売
却

災害対策費
6億5千万円

補正予算防
災
集
団
移
転

い
ち
ご
団
地

放
射
能
対
策

請願・陳情

平成24年４月　第８回臨時会　議案等の審議結果

平成24年６月　第９回定例会　議案等の審議結果

○：賛成　　×：反対　　議：議長　　欠：欠席　　退：退席　　除：除斥　　無記名投票：無記名投票
※議長は採決に加わりません。

× × × × ×

食品放射能測定室

町と土地売買契約を結んだ東京機材工業株式会社

請願・陳情　審議結果 ４月臨時会
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

全
国
の
自
治
体
で
災
害

時
、
被
災
者
の
方
々
の
た
め

に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
。
亘
理
町

で
も
災
害
避
難
場
所
と
な
っ

て
い
る
各
学
校
等
に
災
害
対

応
型
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

設
置
計
画
の
考
え
は
。

町
長

問　

亘
理
町
の
沿
岸
部
に
津

波
監
視
用
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
津
波
対
策
に
万
全
な
体

制
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

町
長

問　

亘
理
町
内
に
お
け
る
通

学
路
の
危
険
な
箇
所
及
び
、

通
学
路
の
防
犯
灯
設
置
状
況

等
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

教
育
長

鈴
　
木
　
邦
　
昭  

議
員

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

鈴木邦昭議員 ･･････････････････････７P
・通学路の安全確保について
・津波監視用カメラの設置について
・災害対応型マンホールトイレの設置は

高野　進議員 ･･････････････････････８P
・放射能問題　学校給食は大丈夫か
・復興交付金の配分額が少ない　事業内容の見直しを

小野一雄議員 ･･････････････････････９P
・防災集団移転　ヒアリングの集約は
・復興組合　賃金振込みを翌月にできないか

佐藤アヤ議員 ･･････････････････････10P
・今後の介護予防事業は
・介護支援ボランティア制度の活用は
・学校の放射線教育は

鞠子幸則議員 ･･････････････････････11P
・孤立・孤独死予防　情報提供の協定を結んでは
・いちご団地　苗の定植はいつ頃になるか

佐藤　實議員 ･･････････････････････12P
・堤防と避難道路の進捗状況は
・防災行政無線の復旧は

島田金一議員 ･･････････････････････13P
・荒浜の姿がなくなるのでは
・荒浜の人口動態は

髙野孝一議員 ･･････････････････････14P
・防潮対策　かさ上げ道路完成までの安全対策は
・復興事業　地元企業の発展の方策は

鈴木洋子議員 ･･････････････････････15P
・放射能　水道水に心配はないか
　　　　　農産物の検査は
　　　　　放射能に対するアンケートを

一
般
質
問

関
係
機
関
と
協
力
し
て
行
う

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

国土交通省と協議する

ライブカメラを活用

災害対応型マンホールトイレの設置は

津波監視用カメラの設置について

歩行者と車がすれ違うのが困難な踏切（椿山）

災害対応型マンホールトイレ

６月定例会では今年で６年目となる休日議会を開催し
ました。
町民に開かれた議会を目指し、普段は仕事などで議会

を見学できない方にも、議員と町当局のやり取りをじか
に見ていただくことを目的としています。今回は９人の
議員が町の事務の執行状況や、将来に向けての考えなど
を質

ただ

しました。
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

被
災
農
家
支
援
事
業
に

つ
い
て
復
興
組
合
運
営
に
係

わ
る
財
源
は
。

町
長

問　

作
業
労
務
賃
金
の
振
込

み
時
期
を
な
ぜ
翌
月
に
で
き

な
い
の
か
。

町
長

モ
デ
ル
団
地
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
か
。

町
長

問　

最
終
的
な
候
補
地
の
締

め
切
り
は
い
つ
か
。

町
長

問　

６
つ
の
団
地
の
中
か
ら

１
ヵ
所
を
、早
く
着
工
し
て
、

問　

集
団
移
転
候
補
地
が
当

初
計
画
の
５
ヵ
所
か
ら
７
ヵ

所
に
な
っ
た
要
因
は
。

町
長

問　

昨
年
２
月
か
ら
実
施
し

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
集
約
は
。

町
長

問　

第
１
回
目
の
震
災
復
興

交
付
金
の
配
分
額
が
少
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

町
長

再
質
問　

当
初
申
請
し
た
震

災
関
連
事
業
は
48
事
業
で
、

予
算
は
５
１
６
億
円
。
第
２

回
目
ま
で
の
配
分
総
額
は
２

８
８
億
円
。
事
業
全
体
の
見

直
し
が
必
要
な
の
で
は
。

町
長

問　

東
京
電
力
に
、
放
射
能

対
策
室
及
び
稲
作
農
家
へ
配

布
す
る
「
塩
化
カ
リ
ウ
ム
」

の
経
費
を
請
求
し
て
は
ど
う

か
。

総
務
課
長

問　
「
阿
武
隈
公
園
」
の
除

染
作
業
は
い
つ
か
ら
実
施
す

る
の
か
。

町
長

問　

学
校
給
食
の
食
材
は
大

丈
夫
か
。

教
育
長

問　

放
射
性
物
質
検
査
機
器

の
性
能
を
検
出
下
限
値
10
ベ

ク
レ
ル
対
応
可
能
な
機
器
に

し
て
は
。

　

ま
た
放
射
能
測
定
室
に

は
、
検
出
下
限
値
20
ベ
ク
レ

ル
の
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
飲
料
水
の
基
準
値
は
10

ベ
ク
レ
ル
な
の
で
、
測
定
で

き
る
機
種
に
し
て
は
ど
う

か
。

町
長

高
　
野
　
　
　
進  

議
員

小
　
野
　
一
　
雄  

議
員

子ども達の安全・安心のために（学校給食センター）

一部立替ができるよう県と調整中

賃金振込みを翌月にできないか復
興
組
合

防災集団移転 放射能問題

全
体
で
93
％
の
意
向
確
認

測
定
結
果
に
よ
り
使
用

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
集
約
は

学
校
給
食
は
大
丈
夫
か

防災集団移転候補地（浜吉田）

作業前の点呼確認

概算予算で計上　補正予算で対応

配分額が少ない　事業内容の見直しを
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

亘
理
町
い
ち
ご
団
地
造

成
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
25

年
９
月
ま
で
に
い
ち
ご
の
苗

の
定
植
は
可
能
か
。

町
長

問　

孤
立
死
・
孤
独
死
を
防

ぐ
た
め
に
、
新
聞
が
た
ま
っ

て
い
る
な
ど
異
変
を
感
じ
た

時
、
町
や
警
察
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
連
絡
し
て
も
ら
う

よ
う
に
、
町
・
警
察
・
社
会

福
祉
協
議
会
・
新
聞
販
売

店
・
郵
便
局
な
ど
と
協
定
を

結
ん
で
は
ど
う
か
。

町
長

鞠
　
子
　
幸
　
則  

議
員

佐
　
藤
　
ア
　
ヤ  

議
員

問　

高
齢
者
自
ら
が
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予

防
に
つ
な
げ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
が
あ
る
。
本
町

で
も
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

問　

放
射
線
に
対
す
る
学
校

の
教
育
は
。

教
育
長

再
質
問　

先
生
方
は
放
射
能

に
対
す
る
町
の
現
状
を
理
解

し
て
い
る
の
か
。

教
育
長

問　

介
護
保
険
制
度
の
開
始

以
降
、
年
々
介
護
給
付
費
が

伸
び
て
い
る
。
給
付
費
の
抑

制
の
た
め
に
さ
ら
に
予
防
重

視
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
荒
浜
に
あ
っ
た
介
護

予
防
拠
点
施
設
「
亘
理
健
康

セ
ン
タ
ー
」
の
事
業
は
今
後

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

町
長

再
質
問　

今
後
、
別
の
場
所

に
介
護
予
防
拠
点
施
設
を
建

設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

公民館等で出前講座を行う

副読本を使って指導

今後の介護予防事業は

学校の放射線教育は

65
歳
以
上　

５
６
０
人
が
活
動

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
の
活
用
は花づくりボランティア（日就苑）ボランティアによる仮設住宅内の地域交流事業（宮前仮設住宅）

関
係
機
関
と
協
議

情
報
提
供
の
協
定
を
結
ん
で
は

孤立・孤独
死予防

平成25年の９月頃

苗の定植はいつ頃になるかい
ち
ご
団
地
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

荒
浜
地
区
の
約
40
％
が

居
住
区
を
移
動
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
事
業
は
整
っ
て

も
荒
浜
地
区
全
体
と
し
て
の

姿
が
な
く
な
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。

町
長

問　

被
災
し
た
荒
浜
地
区
と

吉
田
東
部
地
区
の
人
口
は
現

在
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

る
の
か
。

町
長

問　

今
後
の
人
口
動
態
調
査

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

問　

荒
浜
小
、
荒
浜
中
、
長

瀞
小
の
児
童
・
生
徒
の
在
校

生
の
動
向
は
。

教
育
長

問　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
設
問
は
、
転
出
の
意
向

を
持
っ
た
人
が
相
当
あ
る
と

い
う
仮
定
で
の
質
問
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
課

問　

阿
武
隈
川
河
口
部
荒
浜

地
区
災
害
復
旧
事
業
に
お
い

て
計
画
後
の
背
後
地
は
、
ま

た
居
住
区
が
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。
実
施
計
画
を
提
示

し
て
町
民
の
考
え
を
聞
き
な

が
ら
修
正
等
を
行
い
、
合
意

形
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

町
長

問　

海
岸
の
仮
堤
防
の
完
成

と
本
堤
防
と
避
難
道
路
の
着

工
は
。

町
長

問　

被
災
地
の
防
犯
対
策
と

防
犯
灯
は
。

町
長

問　

災
害
発
生
時
の
情
報
入

手
は
。

町
長

問　

今
回
の
津
波
で
被
害
を

受
け
た
防
災
無
線
の
復
旧
は
。

町
長

佐
　
藤
　
　
　
實  

議
員

島
　
田
　
金
　
一  

議
員

応急堤防完成　本堤防９月着工

地区全域の修繕は８月完了

堤防と避難道路の進捗状況は

防災行政無線の復旧は
荒浜海岸仮堤防

修繕された防災無線

荒浜小66人の減、荒浜中44人の減

荒浜の人口動態は

国
、県
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
中

荒
浜
の
姿
が
な
く
な
る
の
で
は

歴史ある荒浜の町並みを後世に
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

を
や
め
て
、
七
ケ
宿
の
水
を

選
択
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。

上
下
水
道
課

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

上
下
水
道
課

問　

阿
武
隈
川
か
ら
の
取
水

問　

阿
武
隈
川
で
は
、
放
射

性
物
質
の
影
響
に
よ
っ
て
魚

か
ら
規
制
値
を
超
え
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。
亘
理
町
で

は
水
道
水
と
し
て
一
部
逢
隈

地
区
と
荒
浜
地
区
の
水
が
阿

武
隈
川
か
ら
取
水
し
て
い
る

が
、
心
配
は
な
い
か
。

町
長

問　

原
発
事
故
に
よ
っ
て
高

濃
度
の
放
射
性
物
質
が
汚
染

地
域
か
ら
流
れ
て
き
て
い

る
。
核
物
質
、
放
射
性
物
質

が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を

問　

亘
理
で
の
県
の
復
興
事

業
に
お
い
て
、
資
材
調
達
・

盛
土
工
事
等
、
地
元
の
事
業

所
を
活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

町
長

再
質
問　

地
元
企
業
も
イ
チ

ゴ
生
産
と
同
様
、
町
の
基
盤

産
業
と
考
え
る
。
年
１
回
の

企
業
訪
問
だ
け
で
は
な
く
、

情
報
交
換
の
機
会
を
増
や

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
復
興

事
業
で
企
業
の
発
展
に
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

問　

荒
浜
地
区
、
２
号
排
水

路
沿
い
の
か
さ
上
げ
道
路
の

実
施
計
画
は
。

町
長

再
質
問　

完
了
の
時
期
は
。

町
長

再
質
問　

ま
だ
堤
防
・
防
潮

堤
・
か
さ
上
げ
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
中
、
昨
年
３

月
11
日
と
同
様
の
津
波
が
押

し
寄
せ
た
場
合
、
徐
々
に
被

災
地
に
戻
っ
て
来
て
い
る
住

民
へ
の
安
全
対
策
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長

問　

吉
田
地
区
、
橋
本
堀
沿

い
の
か
さ
上
げ
道
路
の
実
施

計
画
は
。

町
長

再
質
問　

総
事
業
費
と
完
成

時
期
は
。

都
市
建
設
課

再
質
問　

県
道
亘
理
相
馬
線

の
復
旧
工
事
で
、
亘
理
町
は

現
況
、
山
元
町
は
か
さ
上
げ

道
路
と
聞
い
て
い
る
が
、
整

合
性
は
取
れ
て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
課

鈴
　
木
　
洋
　
子  

議
員

髙
　
野
　
孝
　
一  

議
員

かさ上げ道路の早期整備を（荒浜　２号排水路沿）逢隈田沢浄水場

逃げることを周知徹底大学の測定で不検出

かさ上げ道路完成までの安全対策は水道水に心配はないか 防
潮
対
策

放
射
能

企業と連携を深めたい

地元企業の発展の方策は復
興
事
業

問　

農
産
物
の
検
査
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

問　

町
民
と
と
も
に
放
射
能

に
つ
い
て
勉
強
し
た
り
し

て
、「
正
し
く
恐
が
る
」
に

向
け
て
、
町
民
の
健
康
を
守

る
べ
き
。
行
政
は
、
今
後
、

予
防
原
則
を
も
っ
て
早
急
に

対
策
を
確
立
す
べ
き
と
考
え

る
。
町
民
の
不
安
解
消
の
た

め
に
、
放
射
能
に
関
す
る
意

識
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し

問　

町
と
し
て
、
放
射
能
の

マ
ッ
プ
な
ど
を
つ
く
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長

て
は
。

町
長

農
協
が
実
施
し
て
い
る

不
安
解
消
に
努
め
る

農
産
物
の
検
査
は

放
射
能
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
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わ
た

り
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だ

よ
り

N
o.116　

2012
・
発
行　

亘
理
町
議
会　

〒
九
八
九
│
二
三
九
三　

宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
字
下
小
路
七
│
四　

☎
〇
二
二
三
│
三
四
│
〇
五
〇
六

・
編
集　

亘
理
町
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会　
　
　
　
　
　

・
年
四
回
発
行　
　
　
　
　
　

・
印
刷　

株
式
会
社
東
北
プ
リ
ン
ト

「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
っ
て

３
回
目
の
紙
面
づ
く
り
で
し

た
。
や
は
り
新
人
議
員
に
は

大
変
苦
労
し
ま
す
。

今
回
は
土
・
日
曜
日
に
一

般
質
問
を
行
う「
休
日
議
会
」

を
実
施
し
た
6
月
定
例
会
の

中
身
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

休
日
だ
か
ら
、
い
つ
も
と

違
う
人
が
傍
聴
に
来
る
の
か

な
。
等
と
思
っ
た
り
し
て
、

い
つ
も
と
は
違
う
緊
張
感
を

も
っ
て
、
一
般
質
問
を
し
ま

し
た
。

編
集
委
員
の
う
ち
３
人
は

７
月
に
開
か
れ
る
研
修
会
に

参
加
し
、
勉
強
し
て
、
よ
り

よ
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。�

（
Ｙ
・
Ｓ
）

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長	

渡
邉　

健
一

副
委
員
長	

鈴
木　

邦
昭

委　
　

員	

鈴
木　

洋
子

�

髙
野　

孝
一

�

鈴
木　

高
行

�

四
宮　

規
彦

編
集
後
記

議会に関する詳しい内容は亘理町のホームページからもご覧になれます。

http://www.town.watari.miyagi.jp/
この広報誌は、
米ぬか油を使用した環境
配慮型「ライスインキ」で
印刷しています。

私
は
６
年
前
自
衛
隊
を
定

年
退
官
し
、
そ
の
後
、
健
康

維
持
の
た
め
に
、
亘
理
町
全

域
を
走
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
亘
理

町
も
大
き
な
被
害
を
被
り
、

走
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り

ま
し
た
。
我
が
家
の
地
震
の

影
響
は
、屋
根
の
瓦
が
崩
れ
、

家
の
壁
に
亀
裂
が
生
じ
た
ぐ

ら
い
で
、
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
津
波

で
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々

の
事
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま

し
た
。

ま
た
、
亘
理
町
の
被
災
地

に
は
、自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
救
出

と
、
復
旧
に
全
力
で
汗
を
流

し
働
い
て
頂
き
、
私
も
、
Ｏ

Ｂ
の
一
人
と
し
て
、
大
変
誇

り
に
思
い
ま
し
た
。
今
年
４

月
か
ら
、
私
も
走
る
こ
と
を

再
開
し
今
は
、
阿
武
隈
川
沿

い
を
走
っ
て
お
り
ま
す
。
な

か
で
も
、
大
畑
浜
は
、
復
旧

工
事
中
で
立
ち
入
り
禁
止
で

す
が
、
い
つ
か
ま
た
走
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
健
康
の
た
め
体

を
鍛
え
、
亘
理
町
民
一
致
協

力
し
て
復
興
を
め
ざ
し
、
明

る
く
元
気
に
過
ご
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

亘
理
町
の
歴
史
に
残
る
大

惨
事
で
あ
っ
た
東
日
本
大
震

災
は
、
か
つ
て
経
験
の
な
い

大
き
な
災
い
を
町
内
全
域
に

も
た
ら
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
災
か
ら
16
ヵ

月
経
っ
た
今
を
振
り
返
る

と
、
こ
の
非
日
常
的
な
体
験

を
通
し
て
、
多
く
の
事
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
会
っ

た
こ
と
す
ら
な
い
我
々
被
災

者
に
対
し
、
世
界
中
の
方
々

か
ら
の
多
く
の
金
銭
や
物
資

の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ

と
。
そ
し
て
今
も
な
お
継
続

し
て
、
全
国
の
方
か
ら
心
身

ケ
ア
や
仕
事
の
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
。

私
が
今
回
、
こ
れ
ら
の
体

験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
数
多
く
の
「
人
の
思
い

や
り
」
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
、

人
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
深

さ
を
感
じ
た
こ
と
は
生
ま
れ

て
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
亘
理
町
は
復
興

に
向
か
っ
て
い
く
わ
け
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
人

の
想
い
に
感
謝
し
、
い
つ
の

日
か
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、

ひ
と
り
の
亘
理
町
民
と
し
て

私
自
身
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

伊い

と

う藤　

純じ
ゅ
ん
い
ち一 

さ
ん

（
中
町
東　

61
歳
）

復
興
を
目
指
し
頑
張
ろ
う

宍し

し

ど戸　

春は
る
ひ
こ彦 

さ
ん

（
荒
浜
４
丁
目　

42
歳
）

い
つ
か
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う

私 も ひ と こ と

阿武隈川堤防を走る

公共ゾーン仮設店舗


